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次のことが基本中の基本となり

Point4(基本その②

υ=/(″)の ″=α における接線の傾きは

ノ
′
(α )である.

″注
理
とは,/′ (″)の ″にαを代入した

ものです つまり,接線の傾きは接点の″座標で決
まるということが重要です
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接線の方程式を求めるには,まずは,

以上のことから,次の重要な公式が導かれます

Point

υ=/(″ )上の点 (α,/(α))ら怠2`接線の方程式は

υ―/(α)=/′ (α)(2-α )

と表される

|【例】 υ=″3+3上の点 (-1,2)に おける
1 接線の方程式を求めよ

考え方

接線 (つ まり直線)は ,通る点と傾きで決定 しま

す 本間の場合,点 (-1,2)が曲線 υ=″3+3

上の点であることを意識しよう

①

υ
′
=3″ 2ょ り,接線の傾きは3(-1)2=3

よって,求める接線の方程式は

υ-2=3(″ +1)
y=3″ +5

珍注 次の表現の違いに注意しよう

点ス における接線 キ 点五 を通る接線

点 Aが接点 点 Aは接点とは限らない

考え方

接線 (つ まり直線)は ,通る点と傾きで決定

す 接線の傾きは接点の″座標で決まるから,

角
υ
翡よく

は,自分で接点を設定する必要があります

①

接点をP(`,`2+3`+4)と おく υ′=2″ +3
より,接線の傾きは2`+3 よって,点 Pにおける
接線の方程式は

υ
_(′2+3′ +4)=(2`+3)(″ ―ι)… …(※ )
υ
_′2_3`-4=(2`+3)″ -2`2_3′

υ=(2ι +3)″一
`2+4…
…①

これが原点を通るので ,

0=(2′ +3)× 0-`2+4

`2=4  
′=± 2

したがって,① より,
′=2の とき,υ =7“
′=-2の とき,υ =―″
珍注 式変形に不安のある人は,(※ )

めて,(※ )に ″=υ =0を 代入して ,
も構いません
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点 (p,9)を通 り,傾きπ の直線の方程式は

υ~g=π (″ ~´ )
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【例】 υ=″2+3″ +4の接線のうち原点を

通るものを求めよ
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それでは接線に関する重要問題を4問紹介しよう

例 題 1

を求めよ

考え方 2つ のグラフの共有点を求めるには,2
つのグラフの式を連立して解けばよいのです その
ために,ま ずは接線を求めて (こ れは楽勝),も との

式と連立しよう

_″3+4″
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O υ′=-3″2+4だから,接線の傾きは

-3(-2)2+4=-8

したがって,点 (-2,0)に おける接線の方程式は

υ-0=-8(″ +2)

υ=-8″ -16

って,も との曲線との共有点は,

{;:三ζ:亡 1:
解であるので,

_″3+4″ =-8″ -16

″3_12,-16=0 ……(※ )

(″ +2)(″
2_2″ -8)=0

(″ +2)(″ +2)(″ -4)=0

(″ +2)2(″ _4)=0

″=-2(重解),4

したがって,″ =-2で 接し,″ =4で交わってい
ることがわかる ″=4の とき,υ =-48だ から,
求める点は (4,-48)

鴻象υ
連立方程式

_″3+4″ 上の点 (-2,0)に おける接線が,こ の曲線と交わるもう一つの点の座標

珍注 (※ )部分の因数分解は,

した

1   0   -12

組立除法を用いま

-2

-16

16

1      -2      -8       0

もちろん筆算で割り算しても構いません いずれ
にしても,″ +2で必ずくくり出せることをがポイ
ント

なお,次の重要な事実が成立します
Point

3次関数 υ=α″3+ι″2+。″+ご と直線

υ=物″+π が″=α で接し,″ =β で交わ
る場合,2つの式を連立させると
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←⇒ α(″―α)2(″ _β)=0

という形に因数分解される
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このことを知っていれば,本間の場合,″ =-2
で接することは初めから分かっているので,連立し

てできた 3次方程式 (※ )が

″3_12″ -16=(″ +2)2(  )

形に因数分解できることは明らかなのです
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